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ご
あ
い
　
さ
　
つ

境
港
市
消
防
保
安
協
会

会

　

長

　

渡

　

辺

　

明

　

彦

当
協
会
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
'

会
員
企
業
各
位
'
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
､
日
頃
よ
り
格
別
の
こ
支
援
･

こ
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
こ

さ
い
ま
す
｡

昨
年
末
か
ら
年
初
に
か
け
て
全
国

各
地
の
積
雪
地
帯
で
は
記
録
的
な
豪

雪
に
見
舞
わ
れ
'
百
名
を
超
え
る
死

者
か
出
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
｡

県
内
で
も
山
間
部
で
は
､
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
'
死
者
も
三
名
発
生
し
た
と

聞
い
て
お
り
､
地
域
住
民
の
生
活
や

関
係
機
関
の
皆
様
の
こ
苦
労
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

さ
て
､
当
市
に
お
け
る
昨
年
の
火

災
発
生
状
況
は
'
火
災
件
数
十
一
件

で
､
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
'
以
前
の
標
語
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
'
｢
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ

災
い
へ
｣
　
で
あ
り
､
一
層
の
防
火
意

識
の
高
揚
と
｢
い
さ
｣
と
言
う
と
き

に
対
処
で
き
る
準
備
を
持
ち
た
い
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

｢
鳥
取
県
西
部
地
震
｣
か
ら
五
年

が
経
過
し
'
私
た
ち
の
記
憶
か
ら
遠

ざ
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
'
近
い

将
来
'
｢
東
南
海
｣
へ
　
｢
東
海
｣
　
な
と

巨
大
地
震
が
想
定
さ
れ
て
お
り
､
当

地
域
に
も
何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
｡
当
協
会
も
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
団
体
と
し
て
更
な

る
防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
｡最

後
に
な
り
ま
し
た
が
､
会
員
の

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
こ
活
躍
と
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
､
私
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
o
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腰防保安聯軸終寺村野
遠　藤　　　　量

▲
えんどう･りょう氏

昭和11年　境港市生
まれD
境港市民生部長､特
別養護老人ホーム博
愛苑苑長を経て､現
在は､日吉津村教育
委員会教育長｡

平成18年3月1日　東西OT新境港油槽所屋外タンク火災想定訓練

水
槽
付
化
学
消
防
車
購
入

百
八
十
万
円
寄
贈

境
港
市
制
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
三
十
一
年

四
月
l
日
で
あ
り
ま
し
た
o
そ
の
年
の
五
月
1

日
､
境
港
消
防
団
の
中
に
｢
常
備
消
防
部
｣
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
Q
消
防
職
員
十

二
名
が
採
用
さ
れ
境
港
市
常
備
消

防
の
歴
史
的
な
ス
タ
ー
ト
と
今
日

の
礎
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
o

当
時
､
境
港
市
の
急
激
な
都
市

化
進
展
と
山
陰
地
区
最
大
の
石
油

基
地
タ
ン
ク
が
林
立
し
､
発
展
一

途
に
あ
り
ま
し
た
｡

当
然
に
油
火
災
の
危
険
拡
大
へ

の
対
策
､
整
備
要
請
が
大
き
な
世

論
と
な
っ
て
い
ま
し
た
o
消
防
保

安
協
会
で
は
､
そ
の
世
論
の
高
ま

り
を
受
け
て
､
石
油
会
社
を
は
じ

め
関
係
企
業
'
保
安
協
会
員
な
ど

か
ら
の
要
請
を
背
景
に
市
当
局
へ

〝
化
学
消
防
″
　
へ
の
対
応
を
呼
び
か
け
ま
し
た
｡

加
え
て
'
消
防
保
安
協
会
と
し
て
も
化
学
消
防

車
の
購
入
財
源
支
援
を
す
る
こ
と
を
役
員
会
で

決
定
し
ま
し
た
o

購
入
す
る
議
論
の
中
で
高
層
建
物
も
多
く
な

り
｢
は
し
ご
車
｣
購
入
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
o

ス
ノ
ー
ケ
ル
車
か

化
学
消
防
車
か

人
口
三
万
八
千
人
の
小
さ
な
都
市
で
あ
る
境

港
市
で
は
あ
り
ま
す
が
'
こ
の
ス
ノ
ー
ケ
ル
車

か
化
学
消
防
車
か
'
購
入
議
論
は
三
十
万
都
市

並
み
の
市
民
議
論
で
あ
り
'
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
話
題
と
し
て
当
時
､
大
い
に
関
心
の
あ
っ
た

事
案
で
し
た
｡

当
時
'
常
備
消
防
部
の
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ

た
中
嶋
登
美
夫
さ
ん
は
述
懐
し
ま
す
o

山
陰
地
区
最
大
と
な
っ
た
石
油
基
地
タ
ン
ク

群
へ
の
市
民
の
危
険
性
と
不
安
は
大
き
な
も
の

だ
っ
た
Q
　
で
も
'
各
石
油
企
業
の
安
全
に
対
す

る
格
別
の
配
慮
は
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

私
た
ち
直
接
現
場
に
出
動
す
る
者
に
と
っ
て

は
､
直
ぐ
に
直
接
消
火
で
き
る
｢
水
槽
付
化
学

消
防
車
｣
を
強
-
要
望
し
て
い
た
｡
林
義
人
消

防
長
も
了
承
さ
れ
'
市
長
'
議
会
も
同
意
意
向

で
､
こ
こ
に
購
入
計
画
が
内
定
し
た
｡
感
激
だ
っ

た

　

-

　

と

｡

私
た
ち
の
消
防
保
安
協
会
の
要
論
や
一
般
市

民
の
熱
い
願
望
に
市
当
局
も
動
き
｢
化
学
消
防

車
｣
の
購
入
が
議
会
議
決
さ
れ
ま
し
た
｡

昭
和
四
十
三
年
一
月
六
日
､
待
望
の
化
学
消

)

防
車
が
お
見
え
い
た
し
ま
し
た
｡
関
係
者
多
数

を
集
め
入
魂
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
｡

購
入
に
当
っ
て
､
墳
港
市
消
防
保
安
協
会
と

し
て
会
員
総
意
を
結
集
し
て
資
金
集
め
に
協
力

い
た
し
ま
し
た
｡

百
八
十
万
円
(
当
時
)
を
贈
り
ま
し
た
o

当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
今

こ
こ
に
あ
り
ま
す
｡

一
､
車
体
及
び
エ
ン
ジ
ン

ト
ヨ
タ
､
普
通
四
輪
車
､
乗
車
人
員
八
名

二
､
消
防
ポ
ン
プ

高
圧
二
段
バ
ラ
ン
ス
タ
ー
ビ
ン

三
㌧
化
学
消
火
装
置

放
射
薬
剤
　
エ
ヤ
ー
フ
ォ
ー
ム

水
槽
付
化
学
消
防
車
の
性
能
は
､
車
載
水
槽

一
㌧
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
'
六
%
原
液
を
使
用
し
'

泡
ノ
ズ
ル
に
て
発
泡
す
る
と
約
八
倍
の
容
量
と

な
っ
て
燃
焼
石
油
層
を
覆
っ
て
消
火
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
し
た
｡

境
港
市
に
あ
る
石
油
類
を
取
り
扱
う
事
業
所

を
見
ま
す
と
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
l
l
l
十
丁
目

現
在
'
境
港
駅
裏
西
寄
り
海
岸
l
帯
に
日
本
石

油

･

エ

ッ

ソ

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

･

シ

ェ

ル

石

油

･

丸
善
石
油
･
出
光
興
産
の
五
油
槽
所
が
あ
り
ま

し
た
｡
正
に
山
陰
一
の
石
油
基
地
で
あ
り
ま
し

た

｡

　

　

　

　

(

元

境

港

市

消

防

本

部

職

員

)

)

起
債
物
価
韻
に
駆
け
瀞
侶
侶

事
故
増
加
中
(
平
成
は
年
)

総
務
省
消
防
庁
が
ま
と
め
た
危
険
物
施
設
に

お
け
る
事
故
件
数
は
'
平
成
六
年
頃
を
境
に
増

加
傾
向
に
転
じ
'
平
成
十
六
年
は
統
計
を
取
り

始
め
て
以
来
最
多
と
な
り
ま
し
た
｡

火
災
の
発
生
件
数
一
九
五
件

漏
洩
事
故
件
数
　
　
三
五
九
件

特
に
'
地
下
に
埋
設
さ
れ
る
危
険
物
施
設

(
タ
ン
ク
'
配
管
)
等
の
腐
食
､
劣
化
に
よ
る

漏
洩
事
故
の
増
加
が
今
後
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
日
常
の
点
検
等
の
更
な
る
強
化
な
ど
安
全

対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
｡
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第
〓
十
六
固

事
業
所
対
抗
消
火
競
技
会

柑
チ
ー
ム
､
a
+
毛
迅
速
的
確
に

平
成
十
七
年
九
月
二
十
二
日
　
(
木
)
'
境
港
消
防
署
に
お
い

て
当
協
会
主
催
の
消
火
競
技
会
を
開
催
し
ま
し
た
o

こ
の
競
技
会
は
､
消
火
器
に
よ
る
油
火
災
の
す
ば
や
い
消
火
'

確
実
な
二
九
番
通
報
､
更
に
チ
ー
ム
で
連
携
を
と
っ
て
'
屋

内
消
火
栓
よ
り
放
水
し
標
的
を
倒
す
と
い
う
一
連
の
火
災
時
の

初
期
対
応
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
｡

今
年
度
も
九
月
頃
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
新
し

い
職
員
さ
ん
の
研
修
の
機
会
と
し
て
､
た
-
さ
ん
の
事
業
所
か

ら
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

第

二

位

株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
境
港
営
業
所
　
A
チ
ー
ム

中

　

谷

　

　

　

誠

･

桑

　

谷

　

　

　

昇

さ

ん

第
三
位

介
護
老
人
福
祉
施
設
さ
か
い
幸
朋
苑

本

　

城

　

　

　

研

･

新

　

谷

　

由

紀

子

さ

ん

ア
サ
ヒ
･
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

佐

　

藤

　

直

　

人

･

手

　

嶋

　

美

　

保

さ

ん

(
優
勝
チ
ー
ム
佐
藤
直
人
さ
ん
･
手
嶋
美
保
さ
ん
の
感
想
)

ア
サ
ヒ
･
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ズ
は
食
品
会
社
で
､
私
達
は
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
の
製
造
に
従
事
し
て
居
り
ま
す
o

会
社
方
針
と
し
て
四
つ
の
安
全
(
労
働
安
全
'
品
質
安
全
'

環
境
安
全
'
設
備
安
全
)
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
業
員
一
丸
で
取
り

組
ん
で
居
り
､
消
防
訓
練
も
労
働
安
全
衛
生
推
進
行
事
の
一
つ

で
す
｡大

会
当
日
は
向
か
い
風
が
強
く
､
私
達
の
チ
ー
ム
も
放
水
活

動
に
苦
労
し
ま
し
た
が
'
自
分
達
の
職
場
は
自
分
達
で
守
る
の

だ
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
日
頃
訓
練
し
臨
ん
だ
こ
と
が
優
勝
に

結
び
つ
き
良
か
っ
た
で
す
｡
又
'
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
喜
び

で
い
っ
ぱ
い
で
す
｡

*
財
団
法
人
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

平
成
十
七
年
六
月
六
日
､
東
京
都
千
代
田
区
｢
ス
ク
ワ
-
ル

麹
町
｣
　
で
開
催
さ
れ
た
全
国
危
険
物
安
全
大
会
に
お
い
て
㈲
寺

本
商
店
代
表
取
締
役
､
寺
本
　
勤
氏
が
長
年
に
わ
た
り
各
種
保

安
事
業
を
推
進
し
危
険
物
の
災
害
防
止
に
尺
､
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
財
団
法
人
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
｡

鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会

平
成
十
七
年
鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会
が
六
月
十
日
米
子
市

西
福
原
の
　
｢
ベ
ル
ラ
イ
ト
よ
な
こ
｣
　
で
行
わ
れ
当
協
会
関
係
者

が
表
彰
の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
o

*
鳥
取
県
知
事
表
彰

(
危
険
物
優
良
取
扱
者
表
彰
)

西

田

　

実

男

(
東
西
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
新
境
港
油
槽
所
)

*
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰

(
危
険
物
保
安
功
労
者
表
彰
)

浜
野
　
茂
夫

(
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
境
港
油
槽
所
)

松

浦

　

　

均

(
東
西
オ
イ
ル
ク
ー
-
ナ
ル
㈱
境
港
油
槽
所
)

境
港
市
消
防
保
安
協
会
総
会

六
月
二
日
総
会
の
席
上
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
o

*
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
長
表
彰

個

　

人
(
協
会
副
会
長
)
　
堀
田
　
　
収
(
堀
田
石
油
株
式
会
社
)

事
業
所(

協
会
監
事
)
　
企
業
組
合
　
里
岩
商
店
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要
項
欄
川
牡
の
ア
ピ
敵
酢

さ
か
い
幸
朋
苑

総
合
施
設
長
　
高
　
松
　
武
　
美

さ
か
い
幸
朋
苑
は
'

昭
和
六
十
二
年
四
月

に
境
港
市
で
は
初
め

て
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
し
て
､
誠

道
町
に
開
苑
し
て
か
ら
'
今
年
で
十
九
周
年
を

迎
え
ま
す
o
　
さ
か
い
幸
朋
苑
は
社
会
福
祉
法
人

こ
う
は
う
え
ん
の
多
く
の
施
設
の
中
で
'
最
初

の
施
設
で
も
あ
り
ま
す
｡
当
時
'
職
員
数
三
十

数
名
で
ス
タ
ー
-
し
た
さ
か
い
幸
朋
苑
は
､
在

宅
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
､
今
で
は
三
百
名
を
超
す

職
員
と
な
り
約
十
倍
と
な
り
ま
し
た
｡
県
内
の

四
施
設
群
を
合
せ
ま
す
と
l
'
1
五
〇
名
を
数

え
ま
す
｡
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
に
こ

支
援
を
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
り
ま
し
て
心
か

ら
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
o

こ
の
間
､
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
介
護
の
プ
ロ

と
し
て
の
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
､
平
成
十
三
年
九
月
に
は
'
介
護
サ
ー

ビ
ス
全
体
の
レ
ヘ
ル
向
上
を
図
る
た
め
t
 
I
S

o
9
0
0
1
を
取
得
し
て
手
法
の
均
一
化
に
努

め
ま
し
た
｡

現
在
'
さ
か
い
幸
朋
苑
は
､
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
　
(
定
員
一
五
四
名
)
　
の
他
に
老
人
保
健

施
設
(
定
員
五
〇
名
)
'
ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
(
定
員

五
十
名
)
'
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
　
(
定
員
二
十
名
)

の
施
設
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
'
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
せ
い
ど
う
　
(
定
員
九
名
)
'
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ひ
の
で
　
(
定
員
十
八
名
)
'
テ
ィ
ハ
ウ

ス
と
の
え
の
家
　
(
定
員
十
名
)
､
デ
イ
ハ
ウ
ス

さ
ん
げ
ん
や
　
(
定
員
十
名
)
を
開
設
し
て
い
ま

す
o
　
そ
の
他
､
デ
イ
サ
ー
ヒ
ス
､
テ
ィ
ケ
ア
'

訪
問
介
護
(
ヘ
ル
パ
ー
)
'
訪
問
看
護
'
ケ
ア

プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
､
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
､

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
　
(
定
員
十
六
名
)
を
配
置
し

て
い
ま
す
｡

ま
た
､
こ
利
用
者
の
Q
O
L
の
向
上
を
図
る

た
め
に
十
人
の
-
ハ
ヒ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し

た
､
い
き
い
き
-
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
こ
利
用
者
の
方
や
地
域
の
方
々
を
対
象
に
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
境
港
警
察
署
に
隣
接
し
て
､
鋭
意
建

設
中
の
施
設
は
､
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
､

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
快
適
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
守
れ
る
施
設
に
す
る
た
め
に
'
全
室
個
室
に

し
､
分
割
し
て
小
規
模
化
し
た
新
し
い
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
o
　
あ
わ
せ
て
'
誠
道
町
の

既
設
の
施
設
も
個
室
化
を
図
り
定
員
を
九
十
名

と
す
る
計
画
で
す
｡

『
介
護
の
こ
と
な
ら
さ
か
い
幸
朋
苑
に
相
談

す
れ
ば
す
べ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
え
る
』
と

い
う
安
心
の
体
制
と
あ
わ
せ
'
『
さ
か
い
孝
明

苑
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
､
よ
か
っ
た
』
と
地
域

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
サ
ー
ヒ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
､
職
員
1
同
切
瑳
琢
磨
l
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
｡

今
後
も
'
地
域
社
会
の
中
で
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
な
か
ら
､
地
域
に
開
か
れ
た
､
地
域
に

愛
さ
れ
る
､
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
『
こ
う
は
う

え
ん
』
を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

一
層
廟
庵
廟
｣

平
成
十
八
年
度
の
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行

う
各
試
験
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
､
昨
年
度

ま
で
年
間
二
回
で
し
た
が
へ
今
年
度
よ
り
三
回

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
｡
(
一
月
は
'
乙
種
四

類
の
み
の
実
施
で
す
｡
)

*
危
険
物
取
扱
者
試
験

一
回
目
　
(
甲
種
､
乙
種
､
丙
種
)

試
験
日
　
平
成
十
八
年
六
月
十
八
日
仰

望
丁
受
付
期
間
　
平
成
十
八
年
四
月
十
二
日
㈹

～
四
月
二
十
六
日
㈱

二
回
目
(
甲
種
､
乙
種
､
丙
種
)

試
験
日
　
平
成
十
八
年
十
一
月
十
二
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日
㈹

～
九
月
二
十
六
日
㈹

三
回
目
　
(
乙
種
四
類
の
み
)

試
験
日
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
八
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
八
年
十
1
月
二
十
四
日
樹

～
十
二
月
八
日
樹

試
鼓
会
場
　
米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

な
お
､
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に

つ
い
て
は
'
一
回
目
と
二
回
目
の
試
験
に
併
せ

て
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
｡

*
消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
　
平
成
十
八
年
八
月
二
十
七
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
八
年
六
月
二
十
六
日
㈲

～
七
月
七
日
樹

試
敦
種
別
　
甲
種
､
乙
種

試
験
会
場
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー




